








はじめに 

 昭和 43 年、PCB 中毒症が発生してから、はや 19 年以上経過したものの口腔領域におい

ても、いまだ診断、治療などに問題がみられるようである。 

 歯科、口腔外科の立場からは、歯肉部及び口唇、頬粘膜の色素沈着、エナメル質形成不

全、歯胚欠如、乳歯の早期萌出、永久歯の萌出遅延などの所見の報告が散見される。 

 ところで、われわれは PCB汚染油を摂取した生徒の口腔領域、特に歯牙、顎骨の発育を

中心に種々の方向より検討を行ってきた。 

 そのうち歯列弓の発育については昭和 41 年度生まれから昭和 45 年度生まれまでの生徒

を中学 3年時において検索し、経時的変化をみてきている。今回は、さらに昭和 46年度に

生まれた生徒で中学3年時における上顎、下顎の歯列弓の発育について検討を行ない、さ

らに、若干ながら、昭和 40 年度から昭和 46 年度までの歯列弓発育について考察を加えた

ので、その概要を報告する。 


